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小樽市民とともに海の知識をふかめる  
皿仙「海を知る講座」五回シリ・∵ズで開始Ⅷ・   

煙下資源  

海洋他学部では、小樽市民を対象に「海を知る講座」を開始  

Lま1ノた。二れは，身近な海をより科学的に知ってもらおうと  

いうことで，海洋他学部が小樽に新庁舎を構えてから2年間の  

調香サ研究の成果を交えながら，講演を行うものです。平成9  

年10月から平成10年2月まで，月∧一回，小樽市民センター「（色  

内2丁針）を会場粟1時間の予定で開くことにLています（二，な  

お，最終回（第五回）は海洋地学都庁舎を会場として行い，実  

験室等の施設の見学も予定Lています。   

地質が良港小樽をつくる   

第一回巨＝ま］0月29日に，約20名の参加で「地層や堆積物の調  

べ方をテ【 マに、嵯峨山海洋地質科長と仁科研究職貝が担当  

しまLた。   

前半の内容は，地質や地層の一般的知識から，′キ活に関係iノ  

た地質現象を述べ，特に，北海道の良港である小樽港は，500  

カ年以上も前に海底で噴出Lた硬い火山岩が基礎になっている  

こと，小樽名物の坂も硬い岩石の浸食によりつくられているこ  

とを，身近な例と（ノてあげました。後半は，最も新し／い地質時  

代である第四紀の氷期と間氷期に繰り返された海水面の上昇と  

降下の様子や，その期間に形成された海底堆積物ふ－らの情報や  

地球温暖化現象と将来の予測を説明しました。また，海洋他学  

部か平成8年度から行っている網走支庁サロマ湖の底質調査の  

成果について報告しまlノた。   

′J＼樽だけでなく ，札幌市内からも参加者があり，最後には，  

初めての公開講座ということで，参加者にアンケーートをお願い  

して、感想等を記入LてもらいまLブこ。   

音で三毎のベーールをはぐ   

第二回目ば11月26日に，約25名の参加で「音波探査で海底の  

地形や堆積物の構造を知る＿をテー・マに，内田研究職員か担当  

しました。   

海水中には多くの塩分が含まれていることから電波は通りに  

くく，そのかわりとLて音波が広く用いられていること，空気  

中の音の速さは毎秒約340mですが，海水中では毎秒約1，450汀l  

で，4倍以上になること等を述べました。海洋調査では，海底  

までの深さを調べる音響測深機，海床表面の泥や砂，礫などの  

堆積物の広がりを調べるサイトスキャンソナー㍉ 堆積物の重な  

り方や基盤岩の形状を明らかにする海床地層探査機などで苦渋  

が利用されており，その実例とLて一昨年と昨年の夏に調査し  

た渡島支庁上磯町と木古内町、檎山支庁熊石町での結果を示盲  

てラ 説明†ノまLた。  

第二回目の講座の様子   

海水中の物質をさぐる   

第三E』巨＝ま12月22日に，約25名の参加で「海水の栄養分と微  

生物」をテ叫てに，木戸海洋開発科長と大澤研究職員が担当し  

ましノた。   

前半は，海水の全体的説明てぃナ。物理・化学8生物的な変化  

が相互間係にあること，その中での徴′呈二物や化学成分，炭素を  

用いた海水中の物質循環の解明を述べ，噴火湾を例とトたク仁て  

ロブイル（植物プランクトン）と栄養塩，酸素の関係や物質繹  

環モデルを説明し／ましノた「〕後半は，海洋他学部で毎日行っでセ  

る′」＼樽港南防波堤での水温測定・海水採水のJ年間の解析結果  

について親告LまLたこ〕水温や塩分．栄養塩，クロロフィルの  

関係を明らかにLなが㍉小樽沿岸でみら九る珪藻や珪質鞭毛  

藻等の植物プラン′ク㌻ンの季節的な隼息変化を説明しましたく 

今後の「海を知る講座」の開催予定はぃ以卜の通りてす。  

第四回1月29日（木）「ノし仁衛星から海を調べる一檜垣研究職  

貝，第禿回2月27口（金）「海岸線の変動一菅 海洋環境科長。  

濱田研究職員。   

詳L くは，海洋他学部にお問い合わせFさい（電話；0134  

243829、フ71ノクス ＝）134243839） 



北大助教授を招いて  

コンビニゝ・lⅦタ・・シミュレ…ションの研究会を開催   

平成9年8月11口から5日間，当調査所海洋地学部庁舎（海  

洋科学研究セソター）において，北海道国内客員研究員招へい  

事業「コンビュ【タ・シミュレーション技法とその沿岸海洋現  

象への応用の研究」に関する第一回研究会を開催しました。北  

海道大学水産学部の磯田 豊助教授を客員研究員とLて招へい  

し コンピュータ。シミ ュレーション技法を当調査所の新いノ＼  

研究手段として導入することが，この研究会の狙いです。   

研究会には当調査所の研究職員のほか，道立中央水産試験場  

の研究職員や民間企業の職員など，合わせて19名が参加し，数  

値シミュレーションの観念や，波動方程式などの差分化の基礎  

を始めとする基礎的な事項の講義を受け，実際にコンピュータ  

を使った実習を行いました。また，実習中の共同作業や期間中  

に閃かれた懇親会を通じて他機関の研究者との交流が行われ  

新しい研究課題についての論議が始まるなどの収穫を得たこと  

も見逃せません。   

コンビュ【タ。シミュレ【ションは，地球環境問題での将来  

の気温予測や環項アセスメントの将来予測，あるいは天気予報  

などで既にお馴染みですが，海洋研究でもその技法が有力な研  

究手段であることには変わりありません。現象の規模が大きく，  

様々な要因が絡み合って出現する海洋においては，他の科学分  

野で行われている「実験」が難Lいため，数学的モデルを用い  

たコンビュ「タ・シミュレーションほ数少ない実験的手段とL  

て重要な役割を担っています。   

今後，この研究会を手始めとLて早急にその技法の導入を図  

り，これからの調査研究業務に具体的に生かLたいと考えてい  

ます。なおヲ 第二回目の研究会は年明け早々1月8日から5日  

間の日程で行われまし／た。最終担‡である第三回目は3月上旬の  

予定です。  コンピュータを前に実習中の参加者  
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≪≪≪特性把握で土地の有効利用を≫≫≫  
土地分類基本調査がスタート   

平成9年度の新しい事業として，「土地分頸基本調査」が渡  

島支庁管内の七飯町と大野町を中心とした5万分の1地形図  

「ノこ沼公園」地域を対象に行われています。この調杏は，国土  

調査法と国土調査促進特別措置法に基づく国土調査の一環とL  

て実施され，開発・Ⅰ二地利用保全計画策定の基礎資料とするこ  

とを目的に，土地に関する情報の体系化を図り，効率的な土地  

利用を推進するものです。   

調査は国（国土庁）の補助事業とLて，逼の総合企画部（土  

地水対策課）が全体の推進・調整を行い，実施されます。   

「土地分額基本調査」は地形分類，表層地質，土壌（農地お  

よび林地），土地利糊現況の4つの調査からなっています。当  

調査所は，この内の表層地質調査を担当し 土地利用現況調査  

は総合企画部土地水対策課，地形分校は北海道教育大学函館校，  

土壌調査（農地および林地）は道立中央農業試験場と道立林業  

試験場で，それぞれ行っています。   

平成9年度は初年度ということで，試験的に1地域が選定さ  

れました。調査地域として「大沼公園＿が選ばれたのは，活火  

山である駒ヶ岳の南に隣接し．函館市近郊として工業団地開発  

やベットタウン化により人口の増加が急速に進んでいることか  

ら，調査の必要性が高いと判断されたためです。調査は平成9  

年直に行い，図面（5万分の1スケール）と説明書からなる成  

果品は，来年度に印刷される予定です。   

他部府県での「土地分頸基本調査」はかなり進んでおり，す  

でに終了Lているところもあります。北海道はスタートしたば  

かりであり，今後，土地の有効利用や保全のために利用される  

ことが期待されます。  

地質調査を行う当調査所の職員   



巨大地震発生を予知する地下水位変動  
～平成9年度地質調査所流動研究員報告～  

地域エネルギー料 秋田 藤夫   

1997年7月1日から約6週間，筑波にある通産省工業技術院  

地質調査所から流動研究員とLて招へいを受け、「大地震に伴  

う温泉水位の変動に関する研究＿ をテーマとする共同研究に参  

加Lましたので，以下にその内容を報告します。   

地下水の水位，自噴量〕水温，水質等の物理・化学量の時間  

変化と地震との関連を調べる研究 り也下水学的地震予知研究）  

は，国の大規模地震対策特別措置法に基づく短期的予知に有効  

な手段となりうるものとして，南関東・東海地域を中心に観測  

が続けられています。   

北海道では地震予知を目的とLた地下水観測は一部で行われ  

ていますが，組織的な取り組みはありません。一九 温泉調査  

や温泉保護対策，地下水保全，地盤沈下対策等を目的とLた観  

測が多くの地域で行われています。これらの観測データの中に  

は，地震に伴って様々な変化を示すものもあり，地震と地下水  

の関係を研究する土で貴重なデータといえます。以下に，1993  

～1994年に北海道周辺で発生した4回の巨大地震と地下水位の  

関係についての研究成果の一部を紹介します。   

図1は北海道東方沖地震（1994年10月4日）発生直後の水位  

変動と理論面積歪分布です。観測点の水位は全て低下L′ていま  

す。地震断層モデルから計算された理論面積歪分布は北海道全  

域が伸張場となっており，■水位変動と調和しています。  

十勝盆地温泉水  

1994  

観測水㍑   
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図2 時系列解析によって明瞭になった地震前後の水位変動  

す。この観測非は，1993年7月12日に発生Lた北海道南西沖地  

震の際にも同様な変化が観測されています。また4回の巨大地  

震の断層モデルから得られた理論面積歪変化と地震により生じ  

た水位変化にも良い相関が認められます。その応答係数は  

6Amm／10きarealstrain（面積歪）です。一方，地球潮汐  

に起因する地殻歪による水位変化は一5．5mm／10Bareal  

strainで前者とほぼ一致します。したがって，地震前に観測さ  

れた水位変化は，地震前のストレーナ、付近での地殻歪変化を  

反映している可能性があります。地震一ケ月半程前から現われ  

た水位変化が地震に先行する現象かどうかば，他の観測点のデー  

タや別の観測手法で得られたデータも含めて詳細に検討する必  

要があります。また，観測井によっては，いずれの地震に対し  

ても同様な水位変化をするとの意見もあり，まだ解明したけれ  

ばならない課題も残されています。LかL，被圧帯水層を仕上  

げた地〈卜水井戸は，揚水等の人工的なノイズや降雨の影響が小  

さく，かつ地球潮汐に応答する観測環境であれば歪計としての  

役割を果たすと考えられます。最近の水位計の分解能（1mm）  

からいえば，109straillオ【ダーの地殻歪変化を捉えることも  

可能です。さらに水位観測は歪計による観測に比べ安価で取り  

扱いも簡便という利点もあぺます。Lたがって，歪に対して感  

度の良い井戸を数多く見つけ出L，歪計による観測を補完す  

る観測点として積極的に活用すべきです。巨大地震に先行Lて  

107strain程度の歪変化が発生した場合，水位観測により地殻  

歪をモニター出来る事も期待されます。  

水位変動（cm），上昇：＋  面積歪（′xlOタ）．伸長：十  

図1 北海道東方沖地震（Mw8．3）発生直後の水位変動と理論  
面積歪分布   

次に，十勝平野における温泉水位観測井（ストレーナー深度；  

950－ノ1060m）の観測結果に時系列解析を適月ヨした結果を示し  

ます。図2には水位（最上段）に対する気圧，潮汐，降雨によ  

る影響を評価L，それらの影響を取り除し、た結果（最卜段）を  

示Lています。水位は北海道東方沖地震の一ケ月半程前から徐々  

に上昇Lていき，地震発生とともに階段状の低下をホLていま  
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♂ ♂ 海底堆積物はどんな物からできているのですか？   
（札幌市 中学2年生）   

近い場所では、サソゴ，藻頸などの底性生物の遺骸の割合が高  

く，沖合へ向かうと，珪藻などの植物プランクトンや有孔虫や  

放散虫という原生動物の遺骸の割合が高くなります。水源堆積  

物は，生物活動とは直接関係せずに海水中に溶けている物質か  

らできたものです。海底堆積物の巾では量的に少なく，岩塩や  

硬石膏，マンガン団塊等がこのタイプの堆積物です。とくに，  

マンガン団塊はマンガン，ニッケル，コバルト，銅などの有用  

金属を含んでおり，貴重な資源とLて注目を集めています（。   

海底堆積物は，こ来ら三つのタイプが混ぎりあったものです  

が，その量は場所によって違います。陸地のう丘くでほ陸源堆積  

物の占める割合が高く，外洋では生物源堆積物の割合が高くな  

ります。  

海底堆積物は，起源によって三つのタイプに分けられます。  

それらはヲ 障から海洋に運ばれる粒子（障源堆積物），海水中  

に生息する生物町遺骸（生物源堆積物），海水に溶けている物  

質の物理的・化学的作用による沈澱物（水源堆積物）です。   

陸源堆積物は，陸上の岩石や地層が風化などにより細かく砕  

かれて，主に河JFトや夙によって海に運ばれてきます。礫などの  

大きくて重い粒子は陸の近くにしか運ばれず，粘土などの小さ  

くて軽い粒子はより遠くまで運ばれます＝ したがって陸源堆積  

物は，基本的に陸の近くで高い割合を占める堆積物です。陸地  

から遠くはなれた場所（外洋）には，非常に細かい粘i二と呼ば  

れる粒子しか到達できません。生物源堆積物は，海洋に生息す  

る生物の殻が海底に堆積Lたものです。海水中に溶けている物  

質を使って石灰質や珪賀の殻（骨）を作る生物がおり，陸地に  

★ 所出版物のご案内   

〇北海道沿岸域の地質・底質環  

境1大平洋西海域，61p．付  

衰会（談話会）を開催Lています。プログラムは以下のとおり  

です。聴講は自由ですので興味のある方ほご参集下さい。なお，  

講演が変更になる場合もありますので，事前に談話会幹事の高  

見（内線401），高橋（同421），丸谷（同455）のいずれかま  

でお問い合わせFさい。  

1′′30・第2白糸トンネル岩盤崩落   

・ハワイ島の最近の噴火 7メ リカ地質学会報告  

2′ノ20・北海道後期新生代火山活動の時空変化とテクトニクス   

・重力異常から推定される活断層の地F▲構造（予定）   

・千歳地区表層地質調査報告  

3′′ノ′27・97年に札幌周辺で出現Lた液状化跡と活断層露頭について   

・十勝岳1996・1997   

・興部町地熱ボーリング調査報告およびオホーツク海周辺  

域の温泉資源についての考察   

・レ【ザ【回析粒度分析装置による杵度組成について  

サロマ湖湖底表面堆積物を例とLてⅧ   

・浅海域地質調査 m97年度中聞報告¶   

・海岸線変動調査 －97年度中間報告－－  

4′′′／24・冷鉱泉の利用について   

・珪藻層序からみた地質境界の違い 新第三系を例に  

図20万分の1北海道沿岸域の地質・底質層ト1【太平洋西海域，  

地下資源調査所調査研究報告第28号 （平成9年10月発行）   

C）地下水位地盤沈下観測記録ⅩⅧ（平成8年匿札幌市北部／、、一  

石狩地区），67p．（平成9年5月発行）  

★ インタhネ、ソトでホームペ血ジを開設   

当調査所では，平成9－年12月からイソタ【ネットが利用でき  

る環境が整いまLた。これに伴い，ホームペ∬ジを開設しまし  

た。ホ【ムペ…ジは，当調査所の位置．組織，事業報告（年報），  

お知らせ，最新の地下資源調査所ニューース，図書室情報等から  

なっています。各科の調査研究や事業などをわかりやすく紹介  

し，主な出版物一覧を見ることもできます。火山・地震，地す  

べりなど突発的な地質災害が発生した場合に，即軽に対応する  

ためのトピックスも備えています。また，地学関連の機関や大  

学等へのリンクも可能です。ホ“ムペRジのURLほhttp：／／  

www．gsh．pref．hokkaido．jpです。  

★ 第36回試錐研究会のお知らせ   

当調査所が主催する第36回試錐研究会（協賛；北海道地質調  

査業協会及び全国さく井協会北海道支部）が，3月10日に札幌  

サンプラザ（札幌市北区北24粂西5丁目）で開催されます。ノ 講  

演内容などを示したプロダラJ、は，2月上旬に関係機関に発送  

する予定です。問い合わせ窓口は資源地質部開発技術料（内線  

424および421）です。  

★ 所談話会のお知らせ   

当調査所では，1～4月の間，月＝可の割合で調査研究の発  
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